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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録キャリア上の記録可能エリアにおけるトラックに少なくとも１つの情報ブロックを
記録する装置であって、
　前記情報ブロックは、データワードと、前記情報ブロック内のエラーを訂正するエラー
訂正ワードとを含み、
　前記トラックは、前記情報ブロックを記録するための位置を示す予め形成された位置情
報を有し、
　当該装置は、
　前記情報ブロックを表すマークを記録する書き込み処理手段と、
　情報を読取る読取り手段と、
　情報の記録及び読み取りを制御する制御手段とを有し、
　当該装置は、更に、
　前記制御手段及び書き込み処理手段に結合されるマッピング手段と、
　前記制御手段及び読取り手段に結合される検出手段とを有し、
　前記マッピング手段は、どの領域に前記情報ブロックが記録されるかを決定し、該領域
は、前記記録可能エリアを構成する多数の連続的な領域の１つであり、
　前記マッピング手段は、書込み処理手段を制御して、前記記録キャリアのマッピングエ
リアにおけるユニット位置にランダムな信号のユニットを記録し、前記ランダムな信号の
ユニットは、既知及び／又は固定のパターンを含む、任意の値を有するデータを表す信号
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のセグメントを示し、
　前記マッピングエリアにおける前記ユニット位置は、前記領域を示し、
　前記ランダムな信号のユニットのユニット長は、前記情報ブロックの長さよりも実質的
に短く、
　前記ユニット長は、前記記録されたランダムな信号のユニットから、前記ランダムな信
号が存在するか否か以外の情報を読取ることができない長さであり、
　前記検出手段は、前記読取り手段を制御して、前記記録されたランダムな信号のユニッ
トの存在を検出することで、前記領域が少なくとも１つの情報ブロックを含むかどうかを
、前記マッピングエリアから読み出す、
ことを特徴とする装置。
【請求項２】
　前記マッピングエリアは、前記領域の数に対応するユニット位置の連続的な範囲を含み
、
　前記マッピング手段は、前記書込み処理手段を制御して、前記記録可能エリア内の前記
領域の位置に対応する前記ユニット位置の範囲内における位置に前記ランダムな信号のユ
ニットを記録する、
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
　前記領域の各々のサイズは同じであるか、又は、前記領域の各々のサイズは６４０個の
情報ブロックである、
ことを特徴とする請求項２記載の装置。
【請求項４】
　前記予め形成された位置情報は、フレーム長を有するアドレスフレームで符号化され、
前記ユニット長は当該フレーム長に実質的に等しい、
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項５】
　前記情報ブロックは、アドレッシングの方向が増加的になるように記録され、前記情報
ブロックを記録する位置は、連続的なアドレスを有し、
　前記検出手段は、前記読取り手段を制御して、前記マッピングエリアから最も高い（ｈ
ｉｇｈｅｓｔ）書き込まれたアドレスの領域を検出し、次いで、二分法サーチである系統
的なサーチに従って、前記最も高いアドレスの書き込まれた領域内の幾つかの位置でのマ
ークの存在を検出することで、最も高い書き込まれたアドレスを検出することにより、当
該最も高い書き込まれたアドレスを検出する、
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記記録キャリア上のＴＯＣゾーンにコンテンツテーブル情報を、ア
ドレッシングの方向が増加的になるように記録する手段を有し、該増加的な記録は、前記
ＴＯＣゾーンの開始アドレスで開始され、
　前記マッピング手段は、前記ＴＯＣゾーンの終了アドレスから前記ＴＯＣゾーン内の前
記マッピングエリアを記録するように構成される、
ことを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項７】
　前記検出手段は、前記最も高い書き込まれたアドレスＰＳＮを含む領域の開始アドレス
を、
ＰＳＮ＝（Ｅ＿ＴＯＣ－Ｌ＿ＭＡＰ）＊（Ｒ＿ＳＩＺＥ／Ｕ＿ＬＥＮ）＋Ｓ＿ＲＥＣＡ
により計算する計算手段を有し、
　前記Ｅ＿ＴＯＣはＴＯＣゾーンの終了アドレスであり、前記Ｌ＿ＭＡＰは、アドレッシ
ングの方向が増加的になるように記録する場合において前記マッピングエリアにおける最
も低い（ｌｏｗｅｓｔ）書き込まれたユニット位置のアドレスであり、前記Ｒ＿ＳＩＺＥ
は前記領域の各々のサイズであり、前記Ｕ＿ＬＥＮは前記ランダムな信号のユニットの前
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記ユニット長であり、前記Ｓ＿ＲＥＣＡは前記記録可能エリアにおける最初の前記領域の
開始アドレスである、
ことを特徴とする請求項６記載の装置。
【請求項８】
　記録キャリア上の記録可能エリアにおけるトラックに少なくとも１つの情報ブロックを
記録する方法であって、
　前記情報ブロックは、データワードと、前記情報ブロック内のエラーを訂正するための
エラー訂正ワードを含み、
　前記トラックは、前記情報ブロックを記録する位置を示す予め形成された位置情報を含
み、
　当該方法は、
　前記情報ブロックを表すマークを記録する段階と、
　前記記録された情報ブロックの位置を示す位置情報を記録及び読み出す段階を含み、
　当該方法は、更に、
　どの領域に前記情報ブロックが記録されるかを決定する段階と、該領域は、前記記録可
能エリアを構成する多数の連続的な領域の１つであり、
　前記記録キャリアのマッピングエリアにおけるユニット位置にランダムな信号のユニッ
トを記録する段階と、前記マッピングエリアにおける前記ユニット位置は、前記領域を示
し、前記ランダムな信号のユニットのユニット長は、前記情報ブロックの長さよりも実質
的に短く、前記ランダムな信号のユニットは、既知及び／又は固定のパターンを含む、任
意の値を有するデータを表す信号のセグメントを示し、前記ユニット長は、前記記録され
たランダムな信号のユニットから、前記ランダムな信号が存在するか否か以外の情報を読
取ることができない長さであり、
　前記記録されたランダムな信号のユニットの存在を検出することで、前記領域が少なく
とも１つの情報ブロックを含むかどうかを、前記マッピングエリアから読み出す段階と、
を含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、記録キャリア（record　carrier）上の記録可能エリアのトラックに少なく
とも１つの情報ブロックを記録する装置に関する。情報ブロックは、データワード、情報
ブロック内のエラーを訂正するエラー訂正ワードを有する。トラックは、情報ブロックを
記録するための位置を示す予め形成された（preformed）位置情報を持つ。当該装置は、
情報ブロックを表すマークを記録する記録手段と、記録された情報ブロックの位置を示す
位置情報を記録し、読み取る（retrieve）制御手段を持つ。
【０００２】
　また、本発明は、記録キャリア上の記録可能エリアのトラックに少なくとも１つの情報
ブロックを記録する方法に関する。情報ブロックは、データワード、情報ブロック内のエ
ラーを訂正するエラー訂正ワードを有する。トラックは、情報ブロックを記録するための
位置を示す予め形成された位置情報を持つ。当該方法は、情報ブロックを表すマークを記
録する段階と、記録された情報ブロックの位置を示す位置情報を記録し、読み取る段階を
含む。
【０００３】
　さらに、本発明は、少なくとも１つの情報ブロックを記録するための記録可能エリアに
トラックを含む記録キャリアに関する。情報ブロックは、データワードと、情報ブロック
内のエラーを訂正するためのエラー訂正ワードを含む。トラックは、情報ブロックを記録
するための位置を示す予め形成された位置情報と、記録プロセスを制御するための予め形
成された制御情報を持つ。
【０００４】
　記録キャリア上の情報信号を記録する装置及び方法は、米国特許第５，１２４，９６６
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号（ＰＨＮ１２８８７）から理解される。情報は、データワードと、情報ブロック内のエ
ラーを訂正するためのエラー訂正ワードを有する情報ブロックにおいて符号化される。装
置は、情報ブロックを表すマークを記録する記録手段を有する。少なくとも１つの情報ブ
ロックの情報は、変調信号で変調され、予め形成されたトラックの位置情報によって示さ
れる予め定義された位置でトラックに記録される。装置は、記録された情報ブロックの位
置を示す位置データを記録キャリア上の特別エリアに記録し、読み取る制御手段を持つ。
テンポラリなコンテンツのテーブル（temporary　table　of　contents（TOC））が、特
別エリアに記録され、その後の情報信号の記録の間に読み取られる。テンポラリなＴＯＣ
は、記録された情報ブロックの位置を示す位置データを表す。情報信号が記録されるたび
に、追加データが特別エリアに記録される。最後に記録された情報の実際の状態を読取る
ため、特別エリアは、完全に読み取られなければならない。ＣＤ－Ｒのような追記型（wr
ite　once　type）の記録キャリアの場合には、位置データを上書きすることができない
ので、位置データの量は多くなる。
【０００５】
　本発明の目的は、より大きな融通性及び信頼性を持つ位置データを記録するシステムを
提供することである。
【０００６】
　米国特許第５，２９３，５６６号は、書き換え可能タイプの記録キャリアを記録する記
録装置を説明している。ディスク制御領域に、最後に記録されたセクターのアドレスが記
録される。新たな情報信号が記録される度に、この領域が書き換えられる。従って、頻繁
に書き換えられるディスク制御領域から情報を読み取ることは、記録キャリアのその部分
の磨耗のために信頼性が低下する場合があり、かかる方法は、追記型の記録キャリアに適
切でない。
【０００７】
　この目的のために、導入部で説明したような装置は、次のように特徴付けられる。制御
手段は、どの領域に情報ブロックが記録されるかを決定するマッピング手段を有する。該
領域は記録可能なエリアを構成する多数の連続的な領域の１つである。マッピング手段は
、記録キャリアのマッピングエリアにおけるユニットの位置にランダムな信号のユニット
を記録する。マッピングエリアにおけるユニット位置は、上記領域を示す。ランダムな信
号のユニットのユニット長は、情報ブロックの長さより実質的に小さい。制御手段は、記
録されたランダムな信号のユニットの存在を検出することで、ある領域が少なくとも１つ
の情報ブロックを含むかどうかを、マッピングエリアから読み出す検出手段を有する。　
　導入部で説明されたような方法は、次のように特徴付けられる。当該方法は、どの領域
に情報ブロックが記録されるかを決定する段階を含む。該領域は、記録可能なエリアを構
成する多数の連続的な領域の１つである。また、当該方法は、記録キャリアのマッピング
エリアにおけるユニットの位置にランダムな信号のユニットを記録する段階を含む。マッ
ピングエリアにおけるユニット位置は、上記領域を示す。ランダムな信号のユニットは、
情報ブロックの長さよりも実質的に小さい。　
　また、当該方法は、記録されたランダムな信号のユニットの存在を検出することで、あ
る領域が少なくとも１つの情報ブロックを含むかどうかを、マッピングエリアから読み出
す段階を含む。ランダムな信号のユニットは、既知及び／又は固定されたパターンを含む
任意の値を有する場合があるデータを表す信号のセグメント（signal　segment）を示す
。これは、記録可能なエリアに記録されたデータの量を検出するため、読み取られる位置
データの量が、多くともマッピングエリアのサイズを持つという利点を有する。従って、
記録の要求に対する応答時間が短くなる。
【０００８】
　本発明は、次の認識に基づく。最初に、発明者は、記録の要求に対する記録装置の応答
時間の実質的な量が、読み取られる位置データの量に依存することが分った。第二に、発
明者は、短いランダムな信号のユニットを用いてマッピングエリアを記録することで、位
置データの量を減少することができることが分った。ユニット長は、情報ブロックの長さ
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よりも短く、従って、ユニット位置が記録されているか否かの事実は、ディスクの記録可
能なエリアにおける対応する領域の状態についての情報以外は、記録されたランダムな信
号のユニットから情報を読み取ることができない。
【０００９】
　本発明の第２の態様によれば、導入部で説明したような記録キャリアは次のように特徴
付けられる。制御情報は、マッピングエリアを管理するために記録されるパラメータを示
す被記録エリア管理情報を含む。マッピングエリアは、どの領域に情報ブロックが記録さ
れるかを示す。該領域は、記録可能なエリアを構成する多数の連続的な領域の１つである
。マッピングエアリアは、ランダムな信号のユニットを記録するためのユニット位置を持
っている。マッピングエリアにおけるユニット位置は、上記領域を示す。ランダムな信号
のユニットのユニット長は、情報ブロックの長さよりも実質的に小さい。　
　装置の実施形態では、制御手段は、記録キャリアから制御情報を読み取るように構成さ
れる。制御情報は、マッピングエリアを管理するために記録されるパラメータを示す被記
録エリア管理情報を含む。これは、記録装置が、記録キャリアのタイプに依存してマッピ
ングエリアから位置データを読み取ることができるという利点を持つ。従って、異なるタ
イプの記録キャリアと異なる構成のマッピングエリアが、単一の記録装置で用いられるこ
とが可能である。
【００１０】
　装置の実施形態では、予め形成された位置情報があるフレームの長さを持つアドレスフ
レームに符号化される場合に、ユニット長は、フレームの長さに実質的に等しい。これは
、ユニット位置がアドレスフレームに対応し、従って、情報ブロックを読み取るために装
置において既に要求されている回路を用いて、ユニット位置が容易に探されて読み取られ
ることが可能であるという利点を持つ。
【００１１】
　本発明のこれらの態様又は他の態様は、添付の図面を参照して以下で説明される例示的
な実施形態を参照することによって明らかになるであろう。
【００１２】
　図１ａは、トラック９と中心ホール１０を持つディスク型記録キャリア１１を示してい
る。トラック９は、情報を表す一連の記録されたマークの位置であり、情報層上の実質的
に平行なトラックを構成するターンの螺旋パターンに従って配置される。記録キャリアは
、光学的に記録可能であり、光ディスクと呼ばれ、記録可能なタイプの情報層を持つ。　
　記録可能なディスクの例としては、ＣＤ－Ｒ、ＣＤ－ＲＷ、及び、ＤＶＤ＋ＲＷのよう
なＤＶＤの書き込み可能なバージョンがある。ＤＶＤディスクについての更なる詳細は、
文献ＥＣＭＡ－２６７：１２０ｍｍＤＶＤ―Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｄｉｓｃ－（１９９７
）で説明されている。相変化材料（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｍａｔｅｒｉａｌ）にお
ける結晶性やアモルフォスのマークのようなトラックに沿った光学的に検出可能なマーク
を記録することによって情報が情報層上で表現される。　
　記録可能なタイプの記録キャリア上のトラック９は、書き込みされていない記録キャリ
アの製造の間、エンボス加工が施されたトラック構造によって示される。例えば、スキャ
ンの間、読み取り／書き込みヘッドがトラックを追従できるようにするプリグルーブ１４
（ｐｒｅｇｒｏｏｖｅ）によって構成される。トラック構造は、通常は情報ブロックと呼
ばれる情報の単位（ユニット）の位置を示すためのアドレスのような位置情報を含む。位
置情報は、そのような情報ブロックの開始の位置を定める特別同期マークを含む。位置情
報は、以下で説明される変調されたウォブル（ｗｏｂｂｌｅ）のフレームに符号化される
。
【００１３】
　図１ｂは、記録可能タイプの記録キャリア１１の図１ａのｂ－ｂ線に沿った横断面図で
ある。透明基板１５に、記録層１６と保護層１７が設けられる。保護層１７は、さらなる
基板層を有していてよい。例えば、ＤＶＤの場合には、記録層は、０．６ｍｍの基板に設
けられ、この保護層の裏側に０．６ｍｍのさらなる基板が、結合される。プリグルーブ１
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４は、基板１５の材料のへこみ・くぼみ（ｉｎｄｅｎｔａｔｉｏｎ）又は高い部分（ｅｌ
ｅｖｅｔｉｏｎ）として実施されてよい。代わりには、プリグルーブ１４は、プリグルー
ブ１４を囲む部分と異なる材料特性として実施されてよい。
【００１４】
　記録キャリア１１は、フレームを含む変調された信号によって表現される情報を運ぶ（
ｃａｒｒｙ）ためのものである。フレームは、同期信号の後に来るデータの予め定義され
た量である。通常、そのようフレームは、パリティワードのようなエラー訂正コードを持
つ。そのようなフレームの多くは、情報ブロックを構成する。情報ブロックは、さらなる
エラー訂正コードを含む。情報ブロックは、最も小さい記録可能なユニットであり、情報
ブロックから情報が確実に読み取られることが可能である。そのような記録システムの例
としては、ＤＶＤシステムがある。ＤＶＤシステムでは、フレームが１７２データワード
と１０パリティワードを運び、２０８のフレームが１つのＥＣＣブロックを構成する。
【００１５】
　記録キャリアの実施形態では、トラック９は、情報ブロックを記録する位置を示す予め
形成された位置情報と、記録プロセスを制御する予め形成された制御情報を持つ。制御情
報は、被記録領域管理情報を持つ。この被領域管理情報は、マッピングエリアをマッピン
グするために記録されるパラメータを示す。マッピングエリアは、情報ブロックが記録さ
れた領域を示す。マッピングエリアをマッピングするシステムは、装置と共に以下で説明
される。被記録領域管理情報は、特定の記録キャリアのために使用されるシステムの特定
パラメータを決定する。例えば、これらの特定パラメータは、マッピングエリアのサイズ
または領域のサイズである。
【００１６】
　図２は、例えば、ＣＤ－ＲまたはＣＤ－ＲＷのような書き込み可能または書き換え可能
なタイプの記録キャリア１１上に情報を書き込む記録装置を示す。装置には、記録キャリ
ア上のトラックをスキャンする記録手段が設けられる。この記録手段は、記録キャリア１
１を回転させるドライブ部２１、ヘッド２２、トラック上の半径方向にヘッド２２の位置
決めを行う位置決め部２５、および、制御部２０を有する。
　ヘッド２２は、光学要素によって案内され記録キャリアの情報層のトラック上の放射ス
ポット２３に集められる放射ビームを発生させる既知のタイプの光学システムを含む。放
射ビーム２４は、例えば、レーザーダイオードのような放射源によって発生させられる。
ヘッドは、さらに、放射ビーム２４の光軸に沿って放射ビーム２４の焦点を移動させるフ
ォーカスアクチュエータ（図示せず）と、トラックの中央で半径方向にスポット２３の細
かい位置決めのためのトラッキングアクチュエータを有する。　
　トラッキングアクチュエータは、光学要素を半径方向に移動させるコイルを有していて
よく、または、反射要素の角度を変えるように構成されていてもよい。情報を書き込むた
めに、記録層に光学的に検出可能なマークを作成するために、放射が制御される。読み取
りのために、情報層によって反射された放射が、トラッキングアクチュエータやフォーカ
シングアクチュエータを制御するトラッキングエラー信号やフォーカシングエラー信号を
含む読み取り信号やさらなる検出信号を発生させるヘッド２２において、例えば、４象限
ダイオード（ｆｏｕｒ－ｑｕａｄｒａｎｔ　ｄｉｏｄｅ）のような普通のタイプの検出部
によって検出されてよい。　
　読み取られた信号は、情報を読み出すために変調部、ディフォーマッター（ｄｅｆｏｒ
ｍａｔｔｅｒ）および出力部を含む普通のタイプの読み取り処理装置によって処理される
。従って、情報を読み取る読み出し手段は、ドライブ部２１、ヘッド２２、位置合わせ部
２５および読み取り処理部３０を有する。装置は、ヘッド２２を駆動させる書き込み信号
を発生させるために入力情報を処理する書き込み処理手段を有する。この書き込み処理手
段は、入力部２７を有している。また、装置は、変調手段を有する。この変調手段は、フ
ォーマッター（ｆｏｒｍａｔｔｅｒ）と変調部２９を含む。
　制御部２０は、情報の記録と読み出しを制御し、ユーザーまたはホストコンピュータか
らコマンドを受信するように構成されてよい。制御部２０は、例えば、システムバスのよ
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うな制御ラインを介して入力部２７、フォーマッター２８、変調部２８、読み取り処理部
３０、ドライブ部２１および位置合わせ部２５に接続される。制御部２０は、図３から図
７を参照して以下で説明される本発明の実施形態に従って手順と機能を実行するための制
御回路（例えば、マイクロプロセッサ）、プログラムメモリおよび制御ゲートを有する。
　制御部２０は、論理回路における状態機械として実施されてもよい。書き込み動作の間
、情報を表すマークは記録キャリア上に形成される。マークは、任意の光学的に読み取り
可能な形式であってもよい。例えば、マークは、染材料（ｄｙｅ　ｍａｔｅｒｉａｌ）、
合金材料、相変化（ｐｈａｓｅ　ｃｈａｎｇｅ）材料のような材料に記録を行うことによ
って得られる周りの部分と異なる反射率を持つ領域の形式であってよい。または、マーク
は、光磁気材料に記録を行うことによって得られる周りの部分と異なる磁化方向を持つ領
域の形式であってもよい。
　光ディスク上での記録のための情報の書き込みと読み取り、使用可能フォーマット規則
（ｆｏｒｍａｔｔｉｎｇ　ｒｕｌｅ）、エラー訂正符号化規則、および、チャネル符号化
規則は、例えば、ＣＤシステムによってこの技術分野でよく知られている。通常はレーザ
ーダイオードから発生させられる電磁放射ビーム２４によって記録層上に生成されるスポ
ット２３を用いてマークを形成することが可能である。　
　ユーザー情報は、アナログ音声および／または映像、または、ディジタルの圧縮されて
いない音声／映像のような入力信号のための圧縮手段を含んでよい入力部２７に与えられ
る。適切な圧縮手段が、音声に関してＷＯ９８／１６０１４－Ａ１（ＰＨＮ　１６４５２
）に、映像に関してＭＰＥＧ２規格（ｓｔａｎｄａｒｄ）に説明されている。
　入力部２７は、情報のユニットに音声／映像を処理する。入力部２７が処理した音声／
映像は、制御データを加え（以下で説明されるように）、記録フォーマットに従ってデー
タをフォーマット化するためにフォーマット部２８に伝達される。例えば、このフォーマ
ット部２８において、エラー訂正コード（ＥＣＣ）が加えられ、および／または、インタ
ーリーブ（ｉｎｔｅｒｌｅａｖｉｎｇ）が行われる。　
　コンピュータへの適用に関しては、情報のユニットがフォーマット部２８へ直接、イン
タフェースされる（ｉｎｔｅｒｆａｃｅｄ）。フォーマット部２８から出力されたフォー
マット化されたデータは、変調部２９へ伝達される。変調部２９は、例えば、ヘッド２２
を駆動する変調された信号を生成するチャネル符号化部を有する。また、変調部２９は、
変調された信号に同期パターンを含ませる同期手段を含む。変調部２９の入力に与えられ
るフォーマット化された情報ユニットは、アドレス情報を含み、制御部２０の制御のもと
に記録キャリア上の対応するアドレス可能位置（ａｄｄｒｅｓｓａｂｌｅ　ｌｏｃａｔｉ
ｏｎｓ）に書き込まれる。　
　装置は、制御部２０に接続されたマッピング部３１を持つマッピング手段と、制御部２
０とマッピング部３１に接続された検出部３２を持つ検出手段を有する。マッピング部３
１は，情報マーク、特に、ランダムな信号のユニット、即ち、以下で説明されるアドレス
フレームの長さを持つランダムデータの書き込み信号を書き込むために、変調部２９に接
続された出力３３を持つ。検出部は、書き込まれたマークを検出するために、特に、トラ
ックの書き込まれた部分がヘッド２２にスキャンされるときに生成されるＨＦ信号を検出
するために、入力３４を有する。
　制御部２０は、記録された情報ブロックの位置を示す位置データを記録し、読み出すよ
うに構成される。マッピング部３１は、どの領域に情報ブロックが記録されるかを決定す
るように構成される。その目的のために、記録キャリアは、領域に分割される（ｓｕｂｄ
ｉｖｉｄｅｄ）。これらの分割された領域の各々は、記録可能エリアを構成する多数の連
続的な領域のうちの１つの領域である。特定の領域において少なくとも１つの情報ブロッ
クが記録されたことを判定した後、マッピング部は、記録キャリアのマッピングエリアの
ユニット位置にランダムな信号のユニットを記録する。
　マッピングエリアは、記録エリアの状態についての情報（例えば、記録エリアのある部
分が記録されてないかどうか）を管理するための記録キャリアのエリアである。マッピン
グエリアのユニット位置は、前記特定の領域を指す。従って、ユニット位置が記録された
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場合には、このユニット位置は、対応する領域が少なくとも１つの情報ブロックを含んで
いることを示す。ランダムな信号のユニットのユニット長は、情報ブロックの長さよりも
実質的に（ｓｕｂｓｔａｎｔｉａｌｌｙ）小さいので、マッピングエリアに要求されるス
ペースの量は制限される。
　検出部３２は、特定のユニット位置において記録されたランダムな信号のユニットの存
在を検出することによって、領域が少なくとも１つの情報ブロックを含んでいる場合に、
マッピングエリアからランダムな信号のユニットを読み出す。例えば、情報ブロックを記
録するための位置が、連続するアドレスを持っており、最も高い書き込まれたユニット位
置が、記録エリアにおいて最も高い領域を示す。
　その後、検出手段は、マッピングエリアから最も高い書き込まれた領域を検出すること
によって、最も高い書き込まれたアドレスを検出し、系統的サーチ（ｓｙｓｔｅｍａｔｉ
ｃ　ｓｅａｒａｃｈ）に従って最も高い書き込まれた領域内のいくつかの位置においてマ
ークの存在を検出することによって、最も高い書き込まれたアドレスを検出する。そのよ
うなサーチは、対数的サーチ（ｌｏｇａｒｉｔｈｍｉｃ　ｓｅａｒｃｈ）（二分法サーチ
）であってよい。対数的サーチでは、マークが存在するかどうかを検査するために、領域
の残りの知られていない実質的に５０％の部分で反復的にアドレスが選択される。
【００１７】
　装置の実施形態によると、マッピングエリアは、領域の数に対応するユニット位置の連
続的な範囲を持ち、マッピング手段は、記録エリア内の領域の部分に対応するユニット位
置の範囲内の位置にランダムな信号のユニットを記録するように構成される。実用的な設
計では、各領域のサイズは同じであり、例えば、各領域のサイズは、６４０の情報ブロッ
クである。２５６の領域のような適切な数を用いて、記録キャリアの全体の記録エリアを
カバーすることが可能である。
【００１８】
　装置の実施形態によると、制御手段２０は、記録キャリアから制御情報を読み出すよう
に構成される。制御情報は、予め形成された情報であり、例えば、プリグルーブのウォブ
ルに符号化された情報である。また、制御情報は、記録プロセスを制御するパラメータを
含む。制御情報は、マッピングエリアを管理するために記録されるパラメータを示す被記
録エリア管理情報を含む。マッピング部３１と検出部３２は、被記録エリア管理情報で示
されるパラメータによって値（例えば、マッピングエリアのサイズ）を指定するように構
成される。例えば、被記録エリア管理情報は、マッピングエリアの予め定義されたサイズ
を持つディスクの特定のタイプを示すディスクタイプ識別子を含んでよい。
【００１９】
　記録キャリアの実施形態によると、予め形成された位置情報は、例えば、以下で説明さ
れるＡＤＩＰフレームのようなフレーム長を持つアドレスフレームに符号化される。装置
の実施形態によると、マッピング部は、ユニット長が実質的にフレーム長と等しくなるよ
うに、ランダム信号を書き込む。
【００２０】
　装置の実施形態によると、制御手段は、記録キャリア上のＴＯＣゾーンに目録情報を増
加的に記録するように構成される。この場合、増加的な記録は、ＴＯＣゾーンの開始アド
レスで始まる。目録・ＴＯＣのためのフォーマットは、以下で説明される。マッピング手
段３１は、ＴＯＣゾーンの終了アドレスからＴＯＣゾーン内のマッピングエリアを記録す
るように構成される。ＴＯＣゾーンにおいて最も高いアドレスで始まるようにユニット位
置が用いられ、引き続くより低いアドレスを持つユニット位置を書き込むことによって引
き続く領域のそれぞれが、示される。　
　フォーマットに関しては、以下で詳細に説明される。ユニット位置は、記録されたエリ
ア識別子と呼ばれる。装置の実施形態によると、検出手段３２は、次の式を用いて、最も
高い書き込まれたアドレスＰＳＮを含む領域の開始アドレスを計算する計算手段を有する
。
【００２１】
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　ＰＳＮ＝（Ｅ＿ＴＯＣ－Ｌ＿ＭＡＰ）＊（Ｒ＿ＳＩＺＥ／Ｕ＿ＬＥＮ）＋Ｓ＿ＲＥＣＡ
この式において、Ｅ＿ＴＯＣはＴＯＣゾーンの終了アドレスであり、Ｌ＿ＭＡＰはマッピ
ングエリアにおける最も低い書き込まれたユニット位置のアドレスであり、Ｒ＿ＳＩＺＥ
は各領域のサイズであり、Ｕ＿ＬＥＮはランダムな信号のユニットのユニット長であり、
Ｓ＿ＲＥＣＡは記録可能エリアの最初の領域の開始アドレスである。実際の値は、以下で
与えられる。
【００２２】
　本発明に従った情報を記録するシステムの実際の実施形態は、次に説明されるシステム
である。システムは、４．７ギガバイトと９．４ギガバイトの能力を持つ１２０ｍｍの読
み取り可能光ディスクの機械的、物理的および光学的特徴を指定する。また、システムは
、記録された信号と記録されていない信号の質、データのフォーマット、および、記録方
法を指定し、これによって、そのようなディスクを用いてお互いの情報のやり取りを可能
にする。　
　データは、一旦書き込まれると、非反転的な方法（ｎｏｎ－ｒｅｖｅｒｓｉｂｌｅ　ｍ
ｅｔｈｏｄ）で何回も読み取られる。これらのディスクは、ＤＶＤ＋Ｒとして識別される
。トラックの形は、以下で説明される。情報ゾーンと呼ばれる記録可能ゾーンは、信号螺
旋グルーブから構成されるトラックを含む。各トラックは、連続的な螺旋のうちの３６０
度の１つのターンを構成する。　
　記録は、グルーブに行われる。情報ゾーンにおけるトラックは、Ａｄｄｒｅｓｓ－ｉｎ
－ＰｒｅｇｒｏｏｖｅまたはＡＤＩＰと呼ばれるアドレス情報を含むウォブルと呼ばれる
中心線（ｎｏｍｉｎａｌ　ｃｅｎｔｒｅｌｉｎｅｓ）からの位相変調正弦偏差（ｐｈａｓ
ｅ　ｍｏｄｕｌａｔｅｄ　ｓｉｎｕｓｏｉｄａｌ　ｄｅｖｉａｔｉｏｎ）。トラックは、
情報ゾーンにおいて連続的であってよい。グルーブトラックは、２２．０ｍｍ最大限の半
径から開始し、５８．５０ｍｍ最小限の半径で終了してよい。　
　光学ヘッドから見て反時計回りにディスクが回転するときに、トラック経路は、内側（
ｌｅａｄ－ｉｎ　Ｚｏｎｅの始まり）から外側（Ｌｅａｄ－ｏｕｔ　Ｚｏｎｅ）の終わり
まで連続的な螺旋であってよい。トラックピッチは、隣接するトラックの中心線の間の半
径方向に関して測定された距離である。トラックピッチは、０．７４μｍ±０．０３μｍ
であってよい。情報ゾーンにわたる平均トラックピッチは、０．７４μｍ±０．０１μｍ
であってよい。　
　トラックのウォブルは、４．２６５６μｍ±０．０４５０μｍの波長を持つ中心線から
の正弦偏差（３２チャネルビットに等しい）。ウォブル正弦波を生成する発振器の全体調
和ゆがみ（Ｔｏｔａｌ　Ｈａｒｍｏｎｉｃ　Ｄｉｓｔｏｒｔｉｏｎ（ＴＨＤ））は、－４
０ｄＢ以下であってよい。ウォブルはウォブルサイクルを反転する（ｉｎｖｅｒｔ）こと
によって変調された相・フェーズであってよい。ウォブル変調に含まれる情報は、Ａｄｄ
ｒｅｓｓ－ｉｎ－ＰｒｅｇｒｏｏｖｅまたはＡＤＩＰと呼ばれる。
【００２３】
　図３は、ＡＤＩＰと情報ブロックの位置合わせを示している。ディスクに記録される情
報ブロック３７の位置は、ウォブル３８において変調されるＡＤＩＰ情報に合わせられな
ければならない（位置合わせされなければならない（ａｌｉｇｎｅｄ））。９３の（９３
個の）ウォブルは、情報ブロックの開始である２つの同期フレームに対応する。９３のウ
ォブルのうち８のウォブルは、ＡＤＩＰ情報を用いて変調される。また、１のウォブルは
３２チャネルビット（＝３２Ｔ）に等しく、１ＡＤＩＰのユニットは、２同期フレームご
との８の変調されたウォブルに等しい。
【００２４】
　図４は、ＡＤＩＰワード構造を示している。５２ＡＤＩＰのユニットが、１ＡＤＩＰワ
ードにグループ化される。これは、１ＡＤＩＰワードが、４×１３×２同期フレーム≡４
つの物理的セクターに対応することを意味する。各ＡＤＩＰワードは、１ＡＤＩＰの同期
ユニット＋５１ＡＤＩＰのデータユニットから成る。ＡＤＩＰの同期ユニット＝ワード同
期のための４つの反転されたウォブル＋４つの単調ウォブルである。ＡＤＩＰのデータユ
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ニット＝ビット同期のための１つの反転されたウォブル＋３つの単調ウォブル＋１データ
ビットを表す４つのウォブルである。
【００２５】
　１ＡＤＩＰワードのデータビットに含まれる情報は、次のようなものである。
　ビット１：このビットは保存されゼロに設定されてよい。
　ビット２～２３：これらの２２ビットは、物理的アドレスを含む。データビット２が最
上位ビット（ＭＳＢ）であり、ビット２３が最下位ビット（ＬＳＢ）である。アドレスは
、次のＡＤＩＰワードごとに１つずつ増加する。情報ゾーンの最初のアドレスは、物理的
アドレス（００Ｃ０００）が、半径２４．０－０．２ｍｍから２４．０＋０．０ｍｍに位
置するように設定されてよい。
【００２６】
　ビット２４～３１：これらの８ビットは、ディスクについての補助情報（例えば、記録
制御情報）を含む。ディスクのデータゾーンとリードアウトゾーン（Ｌｅａｄ－ｏｕｔ　
Ｚｏｎｅ）において、補助バイトが（００）に設定される。　
　ディスクのリードインゾーン（ｌｅａｄ－ｉｎ　Ｚｏｎｅ）において、補助バイトが次
のように用いられる。連続的な２５６ＡＤＩＰワードからのビット２４から３１は、２５
６バイトの情報を持つ１のＡＤＩＰ　Ａｕｘ　Ｆｒａｍｅを形成してよい。各ＡＤＩＰ　
Ａｕｘ　Ｆｒａｍｅの最初のバイトは、２５６の倍数である物理的アドレス（物理的アド
レス＝（ｘｘｘｘ００））を持つ１ＡＤＩＰワードに位置してよい。２５６バイトの内容
は、図７に定義されている。
【００２７】
　ビット３２～５１：これらの２０ビットは、ＡＤＩＰ情報のエラー訂正パリティを含む
。
【００２８】
　図５は、ＡＤＩＰエラー訂正構造を示す。ＡＤＩＰエラー訂正のために、ＡＤＩＰデー
タビットは４ビットニブル（ｎｉｂｂｌｅ）にグループ分けされる。データビットのニブ
ルアレイへのマッピングは、図５に定義されている。ビット０は、エラー訂正のためにゼ
ロに設定されるものとして考慮されるダミービットである。
【００２９】
　５パリティニブルＮ８からＮ１２が剰余多項式Ｒ（Ｘ）（ｒｅｍａｉｎｄｅｒ　ｐｏｌ
ｙｎｏｍｉａｌ）で定義されるニブルに基づくＲＳ（１３，８，６）コードが構築される
。
【００３０】
【数１】

　ここで、αは、原始多項式Ｐ（ｘ）＝ｘ４+ｘ+１の原始根００１０である。パリティニ
ブルＮ８からＮ１２のすべてのビットが記録の前に反転させられる。
【００３１】
　図６は、ＡＤＩＰ規則を示している。ＡＤＩＰのユニットは、８ウォブルサイクルのい
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くつかを反転させることによって変調させられる。図６ａはＡＤＩＰワード同期の変調を
示し、図６ｂはＡＤＩＰ　ＺＥＲＯビットの変調を示し、図６ｃはＡＤＩＰ　ＯＮＥビッ
トの変調を示している。ここで、ＰＷは、ディスクの内側への移動を開始する正ウォブル
である。ＮＷは、ディスクの外側への移動を開始する負ウォブルである。すべての単調ウ
ォブルは、ＰＷとして示されている。
【００３２】
　図７は、物理的ディスク情報のテーブルを示している。上述したように、物理的ディス
ク情報は、ＡＤＩＰに符号化される。この情報は、図７に示された２５６バイトを含んで
よい。この物理的ディスク情報は、ディスク情報を含む。また、この物理的ディスク情報
は、書き込みのための最適レーザー電力レベルを決定するために、最適電力制御（ＯＰＣ
）アルゴリズムを含む。この情報は、ディスクの初期化のときに制御データと呼ばれる記
録可能ゾーンにコピーされる。データコンテンツ・データ内容は、次のものを含む。
【００３３】
　バイト０―ディスクカテゴリーとバージョン番号
　ビットｂ７～ｂ４：これらのビットはディスクカテゴリーを指定してよい。これらのビ
ットは、ＤＶＤ＋Ｒディスクを示す１０１０に設定されてよい。
　ビットｂ３～ｂ０：これらのビットは、バージョン番号を指定してよい。これらのビッ
トは、バージョンを示す００００に設定されてよい。
【００３４】
　バイト１―ディスクサイズと最大転送率。
　ビットｂ７～ｂ４：これらのビットは、ディスクサイズを指定してよい。これらのビッ
トは、１２０ｍｍディスクを示す００００に設定されてよい。
　ビットｂ３～ｂ０：これらのビットは、最大読み取り転送率を指定してよい。これらの
ビットは、最大読み取り転送率が指定されていないことを示す１１１１に設定されてよい
。
【００３５】
　バイト２―ディスク構造
　ビットｂ７～ｂ４：００００に設定されてよい。
　ビットｂ３～ｂ０：記録層のタイプを指定してよい。これらのビットは、追記型記録層
を示す００１０に設定されてよい。
【００３６】
　バイト３－記録密度
　ビットｂ７～ｂ４：これらのビットは、情報ゾーンにおける平均チャネルビット長を指
定してよい。これらのビットは、０．１３３μｍを示す００００に設定されてよい。
　ビットｂ３～ｂ０：これらのビットは、平均トラックピッチを指定してよい。これらの
ビットは、０．７４μｍの平均トラックピッチを示す００００に設定されてよい。
【００３７】
　バイト４～１５－データゾーン割り当て
　バイト４は、（００）に設定されてよい。
　バイト５～７は、データゾーンの最初の物理的セクターのＰＳＮ１９６．６０８を指定
するために（０３００００）に設定されてよい。
　バイト８は、（００）に設定されてよい。
　バイト９～１１は、データゾーンの最後の可能な物理的セクターとしてＰＳＮ２．４９
１．７１１を指定するために（２６０５３Ｆ）に設定されてよい。
　バイト１２～１５は、（００）にセットされてよい。
　バイト１６は（００）に設定されてよい。
　バイト１７～１８は保存され（ｒｅｓｅｒｖｅｄ）、（００）に設定されてよい。
【００３８】
　バイト１９～２６－ディスク製造ＩＤ
　これらの８バイトは、ディスクの製造業者を識別してよい。立下りバイト（ｔｒａｉｌ
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ｉｎｇ　ｂｙｔｅｓ）は、使用されず（００）に設定されてよい。
【００３９】
　バイト２７～２９－媒体タイプＩＤ（Ｍｅｄｉａ　ｔｙｐｅ　ＩＤ）
　ディスク製造業者は、異なるタイプの媒体を持っている場合がある。媒体のタイプは、
これらの３バイトで指定されてよい。ディスクの特定のタイプは、このフィールドで示さ
れる。
【００４０】
　バイト３０－製品改訂番号
　このバイトは、２値表示で製品改訂番号を識別してよい。製品改訂番号にかかわらず、
同じディスク製造ＩＤと同じ製品番号を持つすべてのディスクは、同じ記録特性を持って
いなければならない（重要度の低い相違のみ許容される）。製品改訂番号は、レコーダー
・記録装置に関して無関係であってよい。使用されない場合には、このバイトは（００）
に設定されてよい。
【００４１】
　バイト３１－使用に関する物理的フォーマット情報バイト数
　このバイトは、物理的フォーマット情報のための実際の使用に関するバイト数を示す１
つの８ビット２値数（１つの８ビット２値で表現される数（ｏｎｅ　８－ｂｉｔ　ｂｉｎ
ａｒｙ　ｎｕｍｂｅｒ））を形成してよい。このバイトは、物理的フォーマット情報の最
初の５４バイトだけが使用されることを示す（３６）に設定されてよい。
【００４２】
　バイト３２－基準記録速度
　このバイトは、ディスクの最も低い可能な記録速度を示す。この最も低い可能な記録速
度は、基準速度と呼ばれる。　
　ｎ＝１０×ｖｒｅｆ（ｎを整数値に四捨五入する）
となるように数ｎが設定される。このバイトは、３．４９ｍ／ｓの基準書き込み速度を示
す（２３）に設定されてよい。
【００４３】
　バイト３３－最大記録速度
　このバイトは、ディスクの最も高い可能な記録速度を示す。　
　ｎ＝１０×ｖｒｅｆ（ｎを整数値に四捨五入）
　このバイトは、８．４４ｍ／ｓの最大書き込み速度を示す（５４）に設定されてよい。
　
　バイト３４－波長λ指標
　このバイトは、レーザーのナノメートルで表現される波長を指定してよい。この波長を
用いて引き続くバイトにおける最適書き込みパラメータが決定される。数ｎは、ｎ＝波長
－６００となるように設定されてよい。
【００４４】
　バイト３５は保存される。
【００４５】
　バイト３６－基準速度での最大読み取り電力Ｐｒ。　
　このバイトは、基準速度においてミリワットで表現される最大読み取り電力Ｐｒを数ｎ
として指定してよい。　
　この数ｎは、ｎ＝２０×（Ｐｒ－０．７）として設定されてよい。
【００４６】
　バイト３７－基準速度でのＰＩＮＤ
　ＰＩＮＤは、ＯＰＣアルゴリズムで用いられるＰｐｏの決定のための開始値である。　
　このバイトは、ｎ＝２０×（ＰＩＮＤ－５）のような数ｎとして基準速度でのミリワッ
トで表現されるＰｐｏの表示値ＰＩＮＤを指定してよい。
【００４７】
　バイト３８－基準速度でのβｔａｒｇｅｔ
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　このバイトは、βに関するターゲット値を指定してよい。このターゲット値は、ｎ＝１
０×βｔａｒｇｅｔのような数ｎとしてＯＰＣアルゴリズムで用いられる基準速度でのβ

ｔａｒｇｅｔである。
【００４８】
　バイト３９－最大速度での最大読み取り電力Ｐｒ
　このバイトは、ｎ＝２０×（Ｐｒ－０．７）のような数ｎとして最大速度でのミリワッ
トで表現される最大読み取り電力Ｐｒを指定する。
【００４９】
　バイト４０－最大速度でのＰＩＮＤ

　ＰＩＮＤは、ＯＰＣアルゴリズムで用いられるＰｐｏの決定のための開始値である。　
　このバイトは、最大速度でのミリワットで表現されるＰｐｏの指示値ＰＩＮＤをｎ＝２
０×（ＰＩＮＤ－５）のような数ｎとして指定してよい。
【００５０】
　バイト４１－最大速度でのβｔａｒｇｅｔ

　このバイトは、βに関するターゲット値を指定してよい。　
　このターゲット値は、ｎ＝１０×βｔａｒｇｅｔのようなＯＰＣアルゴリズムにおいて
使用される最大速度でのβｔａｒｇｅｔである。
【００５１】
　バイト４２－基準速度での現在のマーク（≧４）のためのＴｔｏｐ（≧４）第１パルス
継続期間
　このバイトは、現在のマークが、基準速度での記録に関して４Ｔまたはこれより大きい
マークである場合に、マルチパルストレイン（ｍｕｌｔｉ　ｐｕｌｓｅ　ｔｒａｉｎ）の
第１パルスの継続時間を指定してよい。
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｔｏｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦４０のような数ｎとしてチャネ
ルビットクロック周期の部分で表現される。
【００５２】
　バイト４３－基準速度での現在のマーク（＝３）に関するＴｔｏｐ（＝３）第１パルス
継続時間
　このバイトは、現在のマークが基準速度での記録に関して３Ｔマークである場合に、マ
ルチパルストレインの第１パルスの継続時間を指定してよい。　
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｔｏｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦４０のような数ｎとしてチャネ
ルビットクロック周期の部分で表現される。
【００５３】
　バイト４４―基準速度でのＴｍｐマルチパルス継続時間
　このバイトは、基準速度での記録に関してマルチパルストレインの第２パルスから最後
のパルスまでに関して第２パルスの継続時間を指定してよい。　
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｍｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦１６のような数ｎとしてチャネル
ビットクロック周期の部分として表現される。
【００５４】
　バイト４５－基準速度でのＴｌｐ最終パルス継続時間
　このバイトは、基準速度での記録に関してマルチパルスの最終パルスの継続時間を指定
してよい。　
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｌｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦２４のような数ｎとしてチャネル
ビットクロック周期の部分で表現されてよい。
【００５５】
　バイト４６－基準速度でのｄＴｔｏｐ第１パルス立ち上がり時間（ｌｅａｄ　ｔｉｍｅ
）
　このバイトは、基準速度に関するデータパルスの第２チャネルビットの立ち下がり時間
（ｔｒａｉｌｉｎｇ　ｔｉｍｅ）に対するマルチパルストレインの第１パルスの立ち上が
り時間（ｌｅａｄ　ｔｉｍｅ）を指定してよい。　
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　この値は、ｎ＝１６×ｄＴｔｏｐ／ＴＷ　かつ　０≦ｎ≦２４のような数ｎとしてチャ
ネルビットクロック周期の部分で表現される。
【００５６】
　バイト４７－基準速度での前回スペース（＝３）に関するｄＴｌｅ第１パルス立ち上が
りエッジ訂正
　このバイトのビット７からビット４は、前回スペース（ｐｒｅｖｉｏｕｓ　ｓｐａｃｅ
）が、基準速度での記録に関して３Ｔスペースであった場合のマルチパルストレインの第
１パルスのための立ち上がりエッジ訂正を指定する。この値は、図８に従ってチャネルビ
ットクロック周期の部分で表現される。
【００５７】
　バイト４８－最大速度での現在のマーク（≧４）に関するＴｔｏｐ（≧４）第１パルス
継続時間
　現在のマークが、最大速度での記録に関して４Ｔまたはこれより大きいマークである場
合に、このバイトはマルチパルストレインの第１パルスの継続時間を指定する。　
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｔｏｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦４０のような数ｎとしてチャネ
ルビットクロック周期の部分で表現される。
【００５８】
　バイト４９－最大速度での現在のマーク（＝３）に関するＴｔｏｐ（３）第１パルス継
続時間
　現在のマークが、最大速度に関して３Ｔマークである場合に、このバイトは、マルチパ
ルストレインの第１パルスの継続時間を指定してよい。　
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｔｏｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦４０のような数ｎとしてチャネ
ルビットクロック周期の部分で表現される。
【００５９】
　バイト５０－最大速度でのＴｍｐマルチパルス継続時間
　このバイトは、最大速度での記録に関してマルチパルストレインの第２パルスから最終
パルスまでに関して第２パルスの継続時間を指定してよい。
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｍｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦１６のような数ｎとしてチャネル
ビットパルス周期の部分で表現される。
【００６０】
　バイト５１－最大速度でのＴｌｐ最終パルス継続時間
　このバイトは、最大速度での記録に関するマルチパルストレインの最終パルスの継続時
間を指定してよい。
　この値は、ｎ＝１６×Ｔｌｐ／ＴＷ　かつ　４≦ｎ≦２４のような数ｎとしてチャネル
ビットクロック周期の部分で表現される。
【００６１】
　バイト５２－最大速度でのｄＴｔｏｐ第１パルス立ち上がり時間
　このバイトは、最大速度での記録に関するデータパルスの第２チャネルの立下りエッジ
に対するマルチパルストレインの第１パルスの立ち上がり時間を指定してよい。　
　この値は、ｎ＝１６×ｄＴｔｏｐ／ＴＷ　かつ　０≦ｎ≦２４のような数ｎとしてチャ
ネルビットクロック周期の部分で表現される。
【００６２】
　バイト５３－最大速度での前回スペース（＝３）に関するｄＴｌｅ第１パルス立ち上が
りエッジ訂正
　前回スペースが、最大速度での記録に関して３Ｔスペースであった場合に、このバイト
のビット７からビット４は、マルチパルストレインの第１パルスに関する立ち上がりエッ
ジ訂正を指定する。値は、図８に従ってチャネルビットクロック周期の部分で表現される
。
【００６３】
　バイト５４～２５５
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　これらのバイトは、保存され、すべて（００）に設定されてよい。
【００６４】
　図８は、立ち上がりエッジ訂正時間を示している。パラメータは、ｄＴｌｅと呼ばれ、
バイト４７において図７と共に上で説明されている。このバイトのビット３～ビット０は
、００００に設定される。指定されないビットの組み合わせは、用いられなくてよい。
【００６５】
　図９は、記録キャリアセクター番号付けを示している。記録可能エリアは、情報ゾーン
と呼ばれる。情報ゾーンは、データのやり取りに関係するディスク上のすべてのデータを
含む。情報ゾーンは、１以上のセッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）を含んでよい。各セッショ
ンは、３つの部分に分割されてよい。即ち、リードイン／導入ゾーン（Ｌｅａｄ－ｉｎ／
Ｉｎｔｒｏ　Ｚｏｎｅ）、データゾーンとリードアウト／終了ゾーン（Ｌｅａｄ－ｏｕｔ
／Ｃｌｏｓｕｒｅ　Ｚｏｎｅ）に分割される。　
　両側・両サイドディスクの場合には、一方の側に１つの情報ゾーンが存在する。データ
ゾーンは、ユーザーデータの記録のために意図されている。リードインゾーンは、制御情
報も含む。リードアウトゾーンは、連続するスムーズなリードアウトを可能にし、制御情
報も含む。内側および外側ドライブエリアは、ディスク検査のためのものに意図されてい
る。単一セッションディスクについて説明する。そのようなディスクの場合には、リード
インゾーン、データゾーンおよびリードアウトゾーンは、非反転効果（ｎｏｎ－ｒｅｖｅ
ｒｓｉｂｌｅ　ｅｆｆｅｃｔ）を用いて情報が記録される記録可能エリアを構成する。
【００６６】
　図１０は、記録された信号セッションディスクのレイアウトを示している。単一サイド
ディスクおよび両サイドディスクの情報ゾーンは、内側ドライブエリア、リードインゾー
ン、データゾーン、リードアウトエリアおよび外側ドライブエリアに分割される。ゾーン
の第１（または、最後の）トラックの中心の名目値によって、ゾーンに関する半径が示さ
れている。各ゾーンの第１物理的セクターの物理的セクター番号（ＰＳＮｓ）がしめされ
ている。データゾーンは、第１ＰＳＮ（０３００００）を持っていてよい。ＰＳＮｓは全
体的な情報ゾーンにおける次の物理的セクターごとに１ずつ増加する。
【００６７】
　図１１は内側ドライブエリアを示している。内側ドライブエリアは、ディスク検査とＯ
ＰＣアルゴリズムを実行するために駆動装置に使用されるディスクの最も内側のゾーンで
ある。各部分の第１物理的セクターと最終物理的セクターの物理的セクター番号は、１６
進法と１０進法で示され、各部分の物理的セクターの番号は、１０進法で示される。
　次に分割を示す。
　開始ゾーン：このゾーンは、ブランクのままである。　
　内側ディスク検査ゾーン：１６３８４の物理的セクターゾーンがドライブ検査とＯＰＣ
のために確保される。　
　内側ディスクカウントゾーン：４０９６の物理的セクターが、内側ディスク検査ゾーン
において実行されるＯＰＣアルゴリズムの回数をカウントするために確保される。内側デ
ィスク検査ゾーンにおけるＥＣＣブロックまたはＥＣＣブロックの部分が、記録されるた
びに、内側ディスクカウントゾーンにおいて４の物理的セクターを記録することによって
フラッグが付加される（ｆｌａｇｇｅｄ）。　内側ディスク管理ゾーン：４０９６の物理
的セクターが、選択的（ｏｐｔｉｏｎａｌ）駆動装置情報のために用いられる。このゾー
ンの最初の１６の物理的セクターは、（００）に設定されたすべてのメインデータセット
で満たされる。内側ディスク管理ゾーンは、駆動装置識別情報・ドライブ識別情報（Ｄｒ
ｉｖｅ　ＩＤ）のような駆動装置情報・ドライブ情報と、駆動装置製造業者によって定義
されたデータを含む。　
　コンテンツのテーブル（ＴＯＣ）ゾーン：セッションの位置についての情報とディスク
上の記録についての情報を保存するための４０９６の物理的セクターである。このゾーン
の最初の１６の物理的セクターが、（００）に設定されたすべてのメインデータで満たさ
れる。このゾーンは部分１と部分２の２つの部分から成る。
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【００６８】
　部分１は、すべての閉じられたセッション（Ｃｌｏｓｅｄ　Ｓｅｓｓｉｏｎ）を保存す
るために使用される１９１のＥＣＣブロック（ＴＯＣブロック）から成る。
　部分２は、１０２４の物理的セクターから成る。ここで、これらの物理的セクターは、
４のセクターのユニット（ｕｎｉｔ）でグループ分けされる。このユニットは、１ＡＤＩ
Ｐワードに対応する。
【００６９】
　図１２は、ＴＯＣブロックのフォーマットを示している。セッションが閉じられるたび
に、最後のコンテンツのテーブルブロック（ＴＯＣブロック）のすぐ後に続くコンテンツ
のテーブルのゾーンにおける次のＥＣＣブロックが、すべての閉じられたセッションの位
置を用いて記録される。コンテンツのテーブルのゾーンにおける第１ＥＣＣブロックは、
第２ＥＣＣブロックのための導入（ｒｕｎ－ｉｎ）として使用されなければならない。　
　すべての１９１のＴＯＣブロックが使用された場合には、追加セッションをさらに加え
ることが可能である。しかしながら、駆動装置は、追加セッションを見つけるためにサー
チ手順を適用しなければならない。図は、各物理的セクターに関するＴＯＣブロック（目
録ブロック）のための次の内容を示している。　
　物理的セクター０／バイトＤ０～Ｄ３－内容記述部（ｃｏｎｔｅｎｔ　ｄｅｓｃｒｉｐ
ｔｏｒ）－これらのバイトは、セッションＤＣＢを識別し、文字“ＳＤＣ”とバージョン
番号０を表す（５４４Ｆ４３００）に設定されてよい。
　物理的セクター０／バイトＤ４～Ｄ７－確保され、（００）に設定されてよい。
　物理的セクター０／バイトＤ８～バイトＤ３９－ドライブＩＤ（駆動装置ＩＤ）－これ
らのバイトは、駆動装置ＩＤを含んでよい。
　物理的セクター０／バイトＤ４０～Ｄ６３－確保され、（００）に設定されてよい。
　物理的セクター０／バイト６４～Ｄ２０４７－セッション項目バイト。これらのバイト
は、１６バイトのユニットごとにグループ分けされる。１６バイトの各ユニットは、図１
３に従ってセッション項目を含むことができる。すべての使用されないバイトは、（００
）に設定されてよい。
【００７０】
　図１３は、項目を示している。ＴＯＣブロックは、ディスク上の閉じられたセッション
の各々に関してセッション項目を含んでよい。セッション項目は、次のように数とアドレ
スが増加していく順番にされる。
　バイトＢ０～Ｂ２：これらの３バイトは、項目のタイプを識別し、文字“ＳＳＮ”を表
す（５３．５３．４Ｅ）に設定されてよい。
　バイトＢ３：このバイトは、この項目において指定されるセッションのシーケンス番号
を指定してよい。
　バイトＢ４～Ｂ７：これらの４バイトは、この項目において指定されるセッションのデ
ータゾーンでの最初の物理的セクターのＰＳＮを指定してよい。
　バイトＢ８～Ｂ１１：これらの４バイトは、この項目において指定されるセッションの
データゾーンでの最後の物理的セクターのＰＳＮを指定してよい。
　バイトＢ１２～Ｂ１５：これらの４バイトは、確保され、（００）に設定されてよい。
【００７１】
　図１４は、記録されたエリアインジケータを示している。ＴＯＣブロック６１を記録す
るためのＴＯＣゾーンの最後の部分が、概略的に示されている。マッピングエリア６０は
、ＴＯＣゾーンの最後に位置している。次のゾーン、即ち、ガードゾーン６２は、右の最
後に示されている。マッピングエリアは、最も高いアドレスで始まる。　
　記録された部分６４は、記録可能な領域の記録された領域を示し、記録されていない部
分６４は、記録されていない領域を示している。ディスクへのアクセススピードを上げる
ために、レコーダーは、ディスクのどの領域で、最後に書かれたＥＣＣブロックが見つけ
られるかを知る必要がある。この目的のために、４つの物理的セクターのサイズを持つ記
録された領域に基づいてマッピングエリアが定義される。これらの記録される領域の各々
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は、１ＡＤＩＰワードに対応する。
　これらのエリアは、ランダムＥＦＭ信号を用いて記録されてよい。記録されたＡＤＩＰ
ワードの間での、ギャップ（ｇａｐ）は、許されない。この目的のために、１０２４の物
理的セクターが確保され、これにより、ディスクを最大２５６の領域に分割することが可
能になる。記録される領域インジケータは、ＴＯＣゾーンの外側からＴＯＣゾーンの内側
に向かって用いられてよい。
　“ＨＦ検出”によって、レコーダーは、記録されたエリアインジケータの開始位置を知
ることができ、最後の記録されたＥＣＣブロックが見つけられる領域を決定できる。ＰＳ
Ｎ＝（０３００００）とＰＳＮ＝（２６０５３Ｆ）の間の６４０のＥＣＣブロックの各領
域は、１つの記録された領域インジケータに対応している。最後の記録された領域を含む
最後の領域までのすべての領域は、これらの記録されたエリアインジケータによって示さ
れてよい。
　数学的形式では、第１の記録されたエリアインジケータが、ＰＳＮＲＡＩからＰＳＮＲ
ＡＩ+３を持つ物理的セクターを含む場合には、最後に記録されたＥＣＣブロックは、
ＰＳＮ＝｛（０２Ａ４７Ｃ）－（ＰＳＮＲＡＩ）｝×（Ａ０）＋（０３００００）｝と
ＰＳＮ＝｛（０２Ａ４７Ｃ）－（ＰＳＮＲＡＩ）｝×（Ａ０）＋（０３０２８０）｝
との間で、または、１０進法の場合には、
ＰＳＮ＝｛１７３１８０－ＰＳＮＲＡＩ｝×１６０＋１９６６０８と
ＰＳＮ＝｛１７３１８０－ＰＳＮＲＡＩ｝×１６０＋１９７２４８
との間で見つかる。
【００７２】
　装置の実施形態によると、検出部３２は、マッピングエリアの検査されていない部分の
５０％において検査アドレスでＨＦ信号を反復的に検出することによって、対数的にマッ
ピングエリアのサーチを行うように構成される。ここで、マッピングエリアの各々は、連
続的に記録される領域を示す単一の記録された部分を持つ。マークが検査アドレスで検出
されない場合には、次の検査アドレスは、マッピングエリアの開始に向かう検査されてい
ないアドレス範囲の５０％であり、この逆でもよい。　
　最後の検査されていないアドレス範囲が非常に小さくなった場合には、対数的な位置へ
ジャンプすることはより時間がかかるので、最後の検査されていないアドレス範囲を連続
的に検出を行ってよい。同様なサーチプロセスを、領域内の最も高い書かれたアドレスを
検出しるために、使用することが可能である。
【００７３】
　図１５は、リードインゾーンを示している。リードインゾーンは、情報ゾーンの内側に
位置している。初めて使用するディスクは、リードインゾーンにデータを持たない。ディ
スクのｆｉｎａｌｉｚａｔｉｏｎの後、または、第１セッションのｃｌｏｓｉｎｇの後、
リードインゾーンは、以下のように記録される。図１５は、次のように、ゾーンとアドレ
スを示している（図１１のような表示法で）。
　ガードゾーン１：ガードゾーンは、互換性のために要求されるリードインゾーンの最小
量を作成するのに用いられる。このゾーンは、１４．８４８の物理的セクターを含み、こ
れらのセクターのすべてが、（００）に設定されたメインデータで満たされている。
　確保されるゾーン１：４０９６のゾーンが確保され、（００）に設定されてよい。
　確保されるゾーン２：６４の物理的セクターが確保され、（００）に設定される。
　内側ディスク識別ゾーン：２５６の物理的セクターが、データ交換パリティと一致する
（ａｇｒｅｅ　ｏｎ）情報のために確保される。１つのＥＣＣブロックからの１６の物理
的セクターの各セットは、ディスク制御ブロック（ＤＣＢ）であるか、または、すべて（
００）のメインデータで記録されている。すべて（００）のメインデータで記録されたＥ
ＣＣブロックに続くこのゾーンにおける各ＥＣＣブロックは、すべて（００）のメインデ
ータで記録されてもよい。
　確保されるゾーン３：６４の物理的セクターが確保され、（００）に設定されてよい。
　基準コードゾーン：記録された基準コードゾーンは、ディスク上に特定のチャネルビッ



(18) JP 5112598 B2 2013.1.9

10

20

30

40

50

トパターンを生成する２つのＥＣＣゾーンからの３２の物理的セクターから成っていてよ
い。これは、各々の対応するデータフレームのすべての２０４８メインデータバイトを（
ＡＣ）に設定することによって達成可能である。また、各ＥＣＣブロックの第１データフ
レームの最初の１６０メインデータバイトを除いて、スクランブリング（ｓｃｒａｍｂｌ
ｉｎｇ）はこれらのデータフレームに適用されなくてよい。
　バッファーゾーン１：このゾーンは、３０のＥＣＣブロックからの４８０の物理的セク
ターから成っていてよい。このゾーンにおけるデータフレームのメインデータは、すべて
（００）に設定される。
　制御データゾーン：このゾーンは、１９２のＥＣＣブロックからの３０７２の物理的セ
クターから成っていてよい。各ブロックの１６の物理的セクターの内容は、１９２回繰り
返される。
　バッファーゾーン２：このゾーンは、３２のＥＣＣブロックからの５１２の物理的セク
ターから成っていてよい。このゾーンにおけるデータフレームのメインデータは、すべて
（００）に設定されてよい。
【００７４】
　図１６は、制御データブロックの構造を示している。最初の２０４８バイトが、物理的
フォーマット情報を構成し、この物理的フォーマット情報の内容が、図７に示されている
。次の２０４８バイトは、ディスク製造情報を構成する。最後の１４×２０４８バイトは
、内容供給元情報（Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のた
めに利用可能である。
　装置の実施形態によると、内容供給元情報の２８．６７２バイトが、（００）に設定さ
れる。ホストから受信したデータは、阻止されこのフィールドに記録されない。例えば、
ＤＶＤビデオディスクの映像を復号するための復号鍵のような秘密性を有するデータが、
記録されないようにする。物理的フォーマット情報は、ディスク情報とフォーマット情報
を含む。　
　バイト０から２５５における情報は、ディスクのｆｉｎａｌｉｚａｔｉｏｎのときにま
たは第１セッションのｃｌｏｓｉｎｇのときに、ＡＤＩＰ補充データから複製されてよく
、ディスクの実際の状態または第１セッションの状態（例えば、データゾーンの実際の終
了）を反映してよい。すべての２５６バイトは、次のバイトを除いて図７で定義した物理
的ディスク情報と同一の定義および同一の内容を持っている。
【００７５】
　バイト０－ディスクカテゴリーとバージョン番号
　ビットｂ７～ｂ４は、ＤＶＤ+Ｒディスクを示すディスクカテゴリーを指定してよい。
　ビットｂ３～ｂ０は、システム記述のバージョン番号を指定してよい。
【００７６】
　バイト１－ディスクサイズと最大転送率
　ビットｂ７～ｂ４は、ディスクサイズを指定してよく、１２０ｍｍディスクを示す００
００に設定されてよい。
　ビットｂ３～ｂ０は、最大読み取り転送率を指定してよい。これらのビットは、ある適
用に要求される最大読み取りスピードに依存して、次の値の１つに設定されてよい。
　００００：２．５２メガビット／秒の最大転送率
　０００１：５．０４メガビット／秒の最大転送率
　００１０：１０．０８メガビット／秒の最大転送率
　１１１１：最大転送率は指定されていない
　すべての他の組み合わせが確保され、使用されないでよい。
【００７７】
　バイト２－ディスク構造ビットｂ７～ｂ４は、記録層のタイプを指定してよい。これら
のビットは、追記型記録層を示す００１０に設定されてよい。
【００７８】
　バイト４～１５－データゾーン割り当て
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　バイト４は（００）に設定されてよい。
【００７９】
　バイト５～７は、データゾーンの第１物理的セクターのＰＳＮ１９６．６０８を指定す
るために（０３００００）に設定されてよい。
【００８０】
　バイト８が、（００）に設定されてよい。
【００８１】
　バイト９～１１は、第１セッションのデータゾーンの最後の物理的セクターのセクター
番号を指定してよい。
【００８２】
　バイト１２～１５は、（００）に設定されてよい。
【００８３】
　バイト２５６～２０４７―確保される。これらの残りのバイトは、ＡＤＩＰ情報との関
連性がなく、（００）に設定されてよい。
【００８４】
　図１７は、リードアウトゾーンを示している。上部に、ユーザーデータを記録するため
のデータゾーンが示されている。データゾーンは、ユーザーデータエリアの２．２９５．
１０４物理的セクターを持っている。データゾーンの開始半径は、ＡＤＩＰ物理的アドレ
ス（００Ｃ０００）の位置によって決定される。データゾーンの後に、リードアウトゾー
ンが続く。リードアウトゾーンは、情報ゾーンの外側に位置している。図１７は、次の部
分を示している。
【００８５】
　バッファーゾーン３：この記録されたゾーンは、７６８の物理的セクターから成ってよ
い。バッファーゾーン３の最後の可能な開始位置は、（２６０５４０）である。このゾー
ンにおけるデータフレームのメインデータは、すべて（００）に設定されてよい。　
　外側ディスク識別ゾーン：２５６の物理的セクターが、データ交換パリティと一致する
情報のために確保される。１つのＥＣＣブロックからの１６の物理的セクターの各セット
は、ディスク制御ブロック（ＤＣＢ）であるか、または、すべて（００）のメインデータ
で記録される。このゾーンの内容は、最後の内側セッション識別ゾーンの内容（または、
単一セッションディスクの場合には、内側ディスク識別ゾーンの内容）と同一であってよ
い。
【００８６】
　ガードゾーン２：このガードゾーンは、検査書き込みゾーンをユーザーデータ含む情報
ゾーンから分離するための保護として使用される。このゾーンは、（００）に設定される
メインデータで満たされてよい。このゾーンは、最小の４０９６の物理的セクターを含ん
でよい。
【００８７】
　外側ドライブエリア：外側ドライブエリアは、ディスク検査とＯＰＣアルゴリズムを実
行するために駆動装置に使用されるディスクの最も外側のゾーンである。図１８は、ガー
ドゾーン２で始まる外側ドライブエリアを示している。次の部分が、示される。
【００８８】
　外側ディスク管理ゾーン：４０９６の物理的セクターが、選択的駆動装置特有情報のた
めに使用される。このゾーンの最初の１６物理的セクターは、すべて（００）に設定され
たメインデータで満たされてよい。このゾーンは、内側ディスク管理ゾーンと同じ方法で
使用されることが可能である。
【００８９】
　外側ディスクカウントゾーン：４０９６の物理的セクターが、外側ディスク検査ゾーン
において実行されるＯＰＣアルゴリズムの回数をカウントするために確保される。
【００９０】
　外側ディスク検査ゾーン：１６３８４の物理的セクターが、駆動検査とＯＰＣアルゴリ
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ズムのために確保される。外側ディスクゾーンにおけるＥＣＣブロックまたはＥＣＣブロ
ックの部分が記録されるたびに、外側ディスクカウントゾーンにおける４つの物理的セク
ターを記録することによって、ＥＣＣブロックにフラグが付加される。
【００９１】
　ガードゾーン３：このゾーンは、ブランクのままである。
【００９２】
　本発明は、主にＤＶＤ+Ｒを用いて実施形態によって説明されたが、同様の実施形態が
他の光学的記録システムに適切である。光学的ディスクとしての情報キャリアに関して、
光学的ディスクが説明されたが、磁気ディスクや磁気テープのような他の媒体を用いても
よい。　
　本明細書において、単語“含む・有する・から構成される”は、述べられている要素や
段階以外の要素や段階の存在を除外しない。また、本明細書において述べられる単語は、
単数を示すことに限定されず、複数の要素を意味していてもよい。　
　さらに、本明細書において、どの参照符号も、特許請求の範囲を制限せず、本発明は、
ハードウェアとソフトェア両方で実施されてもよい。いくつかの手段は、ハードウェアの
同じ項目・アイテムによって表されてよい。さらに、本発明の範囲は、実施形態に限定さ
れず、上述した新規な特徴の各々やこれらの特徴に存在していてよい。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１ａ】記録キャリアを示している（上面図）。
【図１ｂ】記録キャリアを示している（断面図）。
【図２】記録装置を示している。
【図３】ＡＤＩＰと情報ブロックの位置合わせを示している。
【図４】ＡＤＩＰワード構造を示している。
【図５】ＡＤＩＰエラー訂正構造を示している。
【図６】ＡＤＩＰ変調規則を示している。
【図７】物理的ディスク情報のテーブルを示している。
【図８】立ち上がりエッジ訂正時間を示している。
【図９】記録キャリアセクターの番号付けを示している。
【図１０】記録されたシングルセッションディスクのレイアウトを示している。
【図１１】内側ドライブエリアを示している。
【図１２】ＴＯＣブロックのフォーマットを示している。
【図１３】セッション項目を示している。
【図１４】記録されたエリアインジケータを示している。
【図１５】リードインゾーンを示している。
【図１６】制御データブロックの構造を示している。
【図１７】リードアウトゾーンを示している。
【図１８】外側ドライブエリアを示している。
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【図１１】

【図１２】

【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】

【図１７】 【図１８】
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